
ちくさんフードフェア２０１１へのご来場ありがとうございました！ 

 

ちくさんフードフェア２０１１〈主催：（財）日本食肉流通センターなど５団体〉が１０

月８・９日の両日川崎市川崎区東扇島２４番地の（財）日本食肉流通センターの施設（部

分肉センター）と隣接地（東扇島中公園）で開催され、今年は、好天に恵まれ、「がんばろ

う!東北」をキャッチフレーズに東北応援フェアを実施したり、開業３０周年記念イベント

を実施したこともあり、１１万８千人（昨年９万２千人）の来場がありました。多数の皆

様方にご来場いただき開催できたことを深く感謝申し上げます。 

 

ちくさんフードフェアの概要報告 

開会式では、主催者を代表して（財）日本食肉流通センターの髙橋理事長が挨拶したあ

と、農林水産省の荒川畜産部長、引き続き阿部川崎市長、神奈川県環境農政局次山農政部

長、（社）川崎港振興協会の齋藤会長から来賓祝辞がありました。 

施設（Ａ・Ｂ棟）内等では、通路一杯の来場者の中で食肉等の即売が行われました。全

国味めぐりコーナーと地域物産展（茨城県・鹿児島県・石巻市・喜多方市・高山市）コー

ナーでは、お国自慢の商品の即売が人気を博しました。畜産団体のコーナーでは、各団体

で取り組む業務内容の紹介と試食等が行われ来場者の注目を浴びていました。 

ジャパンミートピアのコーナーでは、福島県産牛肉等の試食を行ったり、食肉のＰＲコ

ーナーや的当てサッカー大会等により、知識の普及を図りました。 

開業３０周年記念イベントの講演会では、「もっと知ろう!!食肉の世界」と題して、消費

者の視点から食肉を取り巻く状況についての講演が行われ、会場は満員で参加者から好評

を博しました。また、開業３０周年記念スタンプラリーを実施して、フェア会場及び川崎

みなと祭りマリエン会場内にスタンプポイントを設置し、完走者には抽選所で和牛サーロ

インステーキ等景品を進呈しました。 

東北関連応援イベントでは、被災地である石巻市及び地元の業者に出展していただき、

石巻市による震災被災状況に関するパネル展示、被災地応援グッズの販売、地元業者によ

る石巻の特産品（アイスクリーム・パン・海産物）の販売が行われました。 

今年の野外バーベキューコーナーは、東北応援イベントとして、被災地畜産物の需要回

復を推進する事業を行っている畜産経営支援協議会とのタイアップにより、東北３県（岩

手・宮城・福島県）の和牛肉を使用して実施しました。合計約３千人分の和牛肉（２４０

㎏）が県産別に４回に分けて振舞われ、福島県産和牛肉をはじめ各回次とも大変な賑わい

を示しました。 

家畜ふれあい牧場では、今年は乳牛・子牛及び子豚・ヤギ等を追加し、来場した家族連

れや子供達に動物とのふれあいを楽しんで頂きました。ジャパンケネルクラブ（災害救助

犬等の紹介）コーナーも盛り上がっていました。 

イベントコーナーでは、センター開業３０周年記念及び東北応援フェアの一環として、

３０周年記念食肉クイズや東北地方ご当地クイズ・絶叫大会を実施しました。また、川崎

市消防音楽隊・カラーガード隊、県立川和高等学校吹奏楽部、横浜中学校・高等学校吹奏

楽部、音楽部和太鼓、かわさき舞いまつり、香蓮ミニコンサート、ブラックシーサーによ

り演奏や踊りが行われ、フェアを盛り上げていただきました。 

情報提供コーナーでは、来場者に牛トレサビリティ等の情報提供を行い、センター開業

記念のパネル展示などを実施しました。 










